
第3回親育ち支援地域別連絡会（中部2グループ）　　令和8年8月21日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所　仁淀川町役場2階　防災対策室　　　

○前回の振り返り
○交流会に向けての準備、当日の役割分担について話し合い
○実践シートを使っての事例研修
　・１つの事例について、２つのグループに分かれて協議した。
　・交流会に向けて、進め方や時間配分等を確認しながら行った。
○アンケート項目の見直し
　　　

内容

交流会当日と同じ流れで実践

・それぞれの役割を意識し、全体的な流れを
　把握できた。
（進め方、時間配分、模造紙への書き方等）
・実際にやってみて感じた難しさ等について、
　話し合いながら確認ができた。
・交流会のイメージを、みんなで共有できた。

次回の予定

　○交流会　9/４（金）　13：45～16：45

　　　　　　仁淀川町交流センター３階　大会議室
　

仁淀川町教育委員会 作成

アドバイザーより

・子どもの人間関係は、遊びを通して育まれる。
・子どもは、体が動いていなくても視線は動いている。
　子どもの視線は、興味・関心があるものに向かう。

　子どもが何を見ているのかを捉えるチャンスを見逃さない。
・保育者間の共通理解が大事。
・子どもへの関わりがうまくいかないこともある。
　思いをもって、子どもにどうなってほしいか願いを持ち、実践し、　
　子どもの姿がどうなったかを見つめていくサイクルをくり返して
　ほしい。


